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庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　274㎥　買方　9人 販売量　529㎥　買方　18人

概　　　　要 販売量　237㎥　買方　7人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要）
天童共販所
　冬季に向けて材を確保する動きが見られ、荷動きの良い
市となりました。良質な3.00m材の集荷があり、続いてい
た在庫不足と相まって、高値で取引されました。
　引き続きの3.00m材の不足に加え、4.00m中目材も不足
しており、買い方からの需用も見られますので出材のご協
力よろしくお願いします。
　一年間ありがとうございました。平成30年もよろしくお
願いいたします。

（市況概要）
庄内共販所
　納市となりましたが、全体的に一服感が見
られ荷動きの鈍い市となりました。長尺材の
引き合いが強い状態が続いておりますが、入
荷が少なく販売に苦慮しております。
　長尺材と3.00m、3.65m中目材の出材のご協
力よろしくお願いいたします。
　平成30年もよろしくお願いいたします。

オオバキスミレオオバキスミレ

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

30年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品種

●河村式（　500コマ入/瓶）1,400円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）3,300円（税込）

取扱
メーカー

おらほの
林業人 Vol.

5

本 間 幸 樹
（鶴岡市平形）

38歳（林業歴 17年）

●今後の目標

　出羽庄内森林組合の鶴岡班班長として仕事をさ
せて頂いております。林業は危険な仕事なので常
に安全に気を付け労働災害ゼロを目指して頑張り
ます。

目 次  －CONTENTS－
組合長年頭挨拶
組合員一日研修視察
庄内森とみどりのフェスティバル
森林経営計画の作成及び事業の実施状況
補助制度紹介・平成30年度施業申込
再造林の推進
組合役員安全パトロール
山形大学農学部集中講義
地域座談会の開催
高館山ブナ植樹イベントの開催
平成29年度林業専用道大坂山天狗森線開設工事
木材市況・きのこ種菌
おらほの林業人

2
3

4
5

6

7

8

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中



23

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
組
合

の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
七
月
の
九

州
北
部
豪
雨
、
八
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
の
一
連
の
台
風
に
よ
り
家
屋
や
道
路

の
浸
水
、農
地
の
冠
水
、山
林
の
崩
壊
等
、

前
年
に
引
続
き
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ
ま

ざ
と
感
じ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　経
済
情
勢
は
、
2
0
2
0
東
京
五
輪

の
関
連
工
事
や
大
型
物
流
拠
点
・
ホ
テ

ル
の
建
設
工
事
が
継
続
す
る
中
、
輸
出

拡
大
を
受
け
た
製
造
業
等
も
順
調
に
推

移
す
る
な
ど
、
国
内
景
気
は
設
備
投
資

の
増
加
や
個
人
消
費
の
回
復
な
ど
内
需

の
好
調
を
受
け
る
か
た
ち
で
回
復
傾
向

が
続
き
ま
し
た
。

　一
方
、
森
林
・
林
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、

一
昨
年
改
訂
さ
れ
た
「
森
林
・
林
業
基

本
計
画
」
や
「
森
林
法
の
改
正
」、「
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
の
成
立
を
受
け
、

新
た
な
木
質
部
材
の
開
発
・
普
及
や
原

木
の
安
定
供
給
体
制
の
再
構
築
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
造
林
さ

れ
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用

期
を
迎
え
る
中
、
手
入
れ
の
行
き
届
か

な
い
山
林
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
集
約
し
て
整
備
す
る
新
た
な

仕
組
み
が
林
野
庁
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
主
な
財
源
と
な
る
新
税

「
森
林
環
境
税
」
が
来
年
度
の
税
制
改
正

大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　管
内
に
お
い
て
は
、
県
が
提
唱
す
る

「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
の
推
進
の

基
、
製
材
大
手
の
協
和
木
材
㈱
が
新
庄

市
内
に
設
置
し
た
集
成
材
工
場
が
本
格

稼
働
を
開
始
す
る
と
と
も
に
酒
田
市
は

じ
め
各
地
域
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
県
内
の

木
材
需
要
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
ま

す
。　こ

う
し
た
中
、
組
合
で
は
一
昨
年
策

定
し
た
「
第
一
次
中
期
経
営
計
画
」
に

基
づ
き
各
部
門
の
事
業
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
国
の
制
度
と
し

て
取
組
ん
で
い
る
森
林
経
営
計
画
に
つ

い
て
鶴
岡
藤
沢
地
区
は
じ
め
四
地
区
で

計
画
策
定
の
た
め
の
説
明
会
等
を
開
催

す
る
と
と
も
に
既
存
の
計
画
に
基
づ
き

越
中
山
や
由
良
地
区
等
に
お
い
て
作
業

道
を
開
設
し
間
伐
材
を
搬
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
有
林
に
お
い
て
は
東
増

川
山
地
区
で
皆
伐
事
業
、
渡
戸
沢
地
区

で
搬
出
間
伐
事
業
を
行
う
と
と
も
に
県

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
挨
拶

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　菅
原

　勝

市
町
が
発
注
す
る
松
く
い
虫
防
除
事
業

や
県
企
業
局
が
発
注
す
る
寿
岡
連
絡
送

電
線
立
木
伐
採
事
業
等
、
公
共
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
組
合
員

一
日
研
修
」
に
つ
い
て
も
今
年
度
は
新

庄
市
内
に
あ
る
山
形
県
農
林
大
学
校
や

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
の
見
学
を
行
い

多
数
の
組
合
員
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
二
月

に
開
催
す
る
地
域
座
談
会
や
組
合
広
報

等
を
通
じ
て
詳
し
い
情
報
を
提
供
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
組
合
の
経
営
理
念
及
び

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
役
職
員
・
現
場
技
術
員

の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
促
進
し
て
事

業
の
拡
大
及
び
収
益
性
の
向
上
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　最
後
に
、
今
年
一
年
の
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
各
位
の
尚

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　平成29年度の組合員一日研修が10月20日に開
催されました。今回の研修は新庄市で行われ、総
勢126名と大変多くの組合員からご参加頂きまし
た。午前中は二班に分かれ、昨年度から林業経営
学科が新設された山形県立農林大学校と国内最大
手の協和木材㈱新庄工場を交互に見学しました。
農林大学校では職員から概要や授業内容などの説
明を受け、地域産材を活用して建設された学生寮

や学生が実習で使用する機械などを見学しまし
た。協和木材㈱新庄工場では集成材の生産工程を
見学しました。近年では建築用材として集成材の
需要が高まっており組合員の多くが熱心に見学し
ていました。来年度も多くの組合員の方のご参加
をお待ちしております。

組合員一日研修視察組合員一日研修視察

庄内森とみどりのフェスティバル庄内森とみどりのフェスティバル

農林大学校視察

協和木材㈱新庄工場視察

　庄内森と緑のフェスティバルが10月21日、22

日の両日に小真木原公園で開催されました。当組

合も出店し林産物の販売やなめこ汁のふるまい、

丸太切り競争を行いました。丸太切り競争ではた

くさんの子供たちから参加いただき、慣れないノ

コギリで苦戦しつつも一生懸命に丸太切りを行う

姿が見られました。台風の接近もあり悪天候の中

でしたが両日共に沢山の方々からご来場頂きあり

がとうございました。来年度も沢山の方々のご来

場をお待ちしております。

林産物の販売

丸太切り競争
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年
頭
挨
拶

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　菅
原

　勝

市
町
が
発
注
す
る
松
く
い
虫
防
除
事
業

や
県
企
業
局
が
発
注
す
る
寿
岡
連
絡
送

電
線
立
木
伐
採
事
業
等
、
公
共
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
組
合
員

一
日
研
修
」
に
つ
い
て
も
今
年
度
は
新

庄
市
内
に
あ
る
山
形
県
農
林
大
学
校
や

協
和
木
材
㈱
新
庄
工
場
の
見
学
を
行
い

多
数
の
組
合
員
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
二
月

に
開
催
す
る
地
域
座
談
会
や
組
合
広
報

等
を
通
じ
て
詳
し
い
情
報
を
提
供
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
組
合
の
経
営
理
念
及
び

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
役
職
員
・
現
場
技
術
員

の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
促
進
し
て
事

業
の
拡
大
及
び
収
益
性
の
向
上
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　最
後
に
、
今
年
一
年
の
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
各
位
の
尚

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　平成29年度の組合員一日研修が10月20日に開
催されました。今回の研修は新庄市で行われ、総
勢126名と大変多くの組合員からご参加頂きまし
た。午前中は二班に分かれ、昨年度から林業経営
学科が新設された山形県立農林大学校と国内最大
手の協和木材㈱新庄工場を交互に見学しました。
農林大学校では職員から概要や授業内容などの説
明を受け、地域産材を活用して建設された学生寮

や学生が実習で使用する機械などを見学しまし
た。協和木材㈱新庄工場では集成材の生産工程を
見学しました。近年では建築用材として集成材の
需要が高まっており組合員の多くが熱心に見学し
ていました。来年度も多くの組合員の方のご参加
をお待ちしております。

組合員一日研修視察組合員一日研修視察

庄内森とみどりのフェスティバル庄内森とみどりのフェスティバル

農林大学校視察

協和木材㈱新庄工場視察

　庄内森と緑のフェスティバルが10月21日、22

日の両日に小真木原公園で開催されました。当組

合も出店し林産物の販売やなめこ汁のふるまい、

丸太切り競争を行いました。丸太切り競争ではた

くさんの子供たちから参加いただき、慣れないノ

コギリで苦戦しつつも一生懸命に丸太切りを行う

姿が見られました。台風の接近もあり悪天候の中

でしたが両日共に沢山の方々からご来場頂きあり

がとうございました。来年度も沢山の方々のご来

場をお待ちしております。

林産物の販売

丸太切り競争
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森林経営計画の作成及び事業の実施状況森林経営計画の作成及び事業の実施状況
　森林経営計画制度も発足以来6年目を迎え、当組合管内においても計画区域が徐々に拡大しています。
これまで鶴岡市で29団地、庄内町で11団地の合計40団地で認定を受けており、経営計画策定面積は累
計で3,192haとなっています。また、この区域での主な事業の実施状況は、保育間伐が29ha、搬出間伐
が410haとなっており、間伐材の搬出材積も年々増加しています。さらに、木材代金もha当たり平均で
38,000円ほど還元しています。今後とも当制度の周知並びに計画作成に取組み組合員サービスの向上に
努めますので皆様のご理解とご協力をお願いします。

今後とも随時森林経営計画の作
成に取組みますので、お住いの
地域に説明会等のご案内があっ
た際はご協力の程どうぞよろし
くお願いいたします。

　森林施業は、表のとおり様々な作業がありますが、
補助対象になるかどうかは森林経営計画の有無や面積
等の要件がありますので、お気軽にご相談ください。
また、間伐及び森林作業道については計画作成や調査
等に期間を要する場合がありますので、ご理解とご協
力をお願いいたします。
　下刈りの代理申請を予定している方も申込書の提出
をお願いいたします。

　木材価格の長期低迷等によりスギ人工林の伐採面
積は年々減少し伐採したとしても再造林する山林所
有者が減少しています。このことから、山形県では
昨年12月に「やまがた森林ノミクス推進条例」を
制定し県内の成熟した森林資源の有効活用を積極的
に進めるとともに伐採跡地の再造林についても国の
造林補助金に県補助金を上乗せして支援しています。
組合としても木材生産や水源涵養等森林の持つ公益
的機能の十分な発揮のために協力していきたいと考
えています。再造林の支援の流れは上記のとおりで
あり、森林経営計画を作成した地域では負担なしで
再造林ができます。なお、詳しくは２月の地域座談
会でも説明します。また、随時相談も受け付けます
ので組合員の皆様のご理解とご協力をお願いします。

山の手入れは森林組合にお任せください山の手入れは森林組合にお任せください

※保育間伐…従来の切捨て間伐
※搬出間伐…搬出材積10㎥以上/ha　①支援事業（集約化間伐）の場合　②美しい森事業（個人）で間伐の場合

申込書に必要事項を記載の上、
3月31日までに申し込み下さい。

事業の実施状況森林経営計画の作成状況

作　成
団地数

策定面積
（ha）実施年度

森林経営策定面積（ha） 搬出間伐面積（ha）

搬出材積（㎥） 森林作業道開設（m）

間伐面積（ha） 搬出材積
（㎥）

森林作業道
（m）

造林面積
（ha）

保育面積
（ha）

H24
H25
H26
H27
H28
合計

12
7
9
7
5

40

 

29

29

92
62
87
80
89

410

92
62

116
80
89

439

1,113
2,029
4,041
3,837
8,453

19,473

1,849
2,792
9,286
8,257
9,796

31,980

    

1.86
2.72
0.10
4.68

0.65
2.62
4.38
6.56

14.21

813
452
552
732
643

3,192

保育間伐 搬出間伐 合計

作　業　種
造　　　林
下　　　刈
雪　起　し
枝　　　打
除　　　伐
保 育 間 伐

搬 出 間 伐

森林作業道

面　　積

0.1ha以上

幅員3.0ｍ

①
②

5.0ha以上
0.1ha以上

対象林齢
－

1～10年生
1～25年生
11～30年生
11～25年生
26～35年生

26～60年生

－

平成30年度　森林施業申込受付中

再造林の
推進について
再造林の
推進について
再造林の
推進について

　藤沢地区での説明会開催状況

　自分の山であっても、森林を伐採すると
きは、事前に届出をすることが、法律で義
務付けられています。伐採届は、伐採を始
める90～30日前までに森林がある市町村
の役場に森林所有者又は伐採作業者が提出
してください。
　森林組合で委託を受け間伐等の作業を行
う場合は、組合で手続きを行います。
　再造林を行う際に補助金を活用する場合
にも、伐採届の確認がありますので、忘れ
ずに提出するようにお願いいたします。
　ご不明な点は森林組合にお問い合わせく
ださい。

森林の伐採には届出が必要です。森林の伐採には届出が必要です。

事前計画書の提出 県内の再造林の推移

人工林の主伐(皆伐)

原則７年以内

植栽(再造林)

はい いいえ

はい いいえ

１施行地の面積が0.1ha以上てすか

森林経営計画策定森林ですか

【支援内容】　　　　　　　　
再造林に要する経費を全額支
援（ただし、支援額は標準単価を
上限とし、実行経費と比較して
いずれか低い方の額を支援）

【支援内容】　　　　　　　　
再造林に要する標準経費の68％
を支援

【支援内容】　　　　　　　　
苗木代の全額を支援（ただし、各
森林計画区に定める森林への植
栽で、植栽本数が概ね100本以上
又は0.05ha以上の植栽に限る）
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森林経営計画の作成及び事業の実施状況森林経営計画の作成及び事業の実施状況
　森林経営計画制度も発足以来6年目を迎え、当組合管内においても計画区域が徐々に拡大しています。
これまで鶴岡市で29団地、庄内町で11団地の合計40団地で認定を受けており、経営計画策定面積は累
計で3,192haとなっています。また、この区域での主な事業の実施状況は、保育間伐が29ha、搬出間伐
が410haとなっており、間伐材の搬出材積も年々増加しています。さらに、木材代金もha当たり平均で
38,000円ほど還元しています。今後とも当制度の周知並びに計画作成に取組み組合員サービスの向上に
努めますので皆様のご理解とご協力をお願いします。

今後とも随時森林経営計画の作
成に取組みますので、お住いの
地域に説明会等のご案内があっ
た際はご協力の程どうぞよろし
くお願いいたします。

　森林施業は、表のとおり様々な作業がありますが、
補助対象になるかどうかは森林経営計画の有無や面積
等の要件がありますので、お気軽にご相談ください。
また、間伐及び森林作業道については計画作成や調査
等に期間を要する場合がありますので、ご理解とご協
力をお願いいたします。
　下刈りの代理申請を予定している方も申込書の提出
をお願いいたします。

　木材価格の長期低迷等によりスギ人工林の伐採面
積は年々減少し伐採したとしても再造林する山林所
有者が減少しています。このことから、山形県では
昨年12月に「やまがた森林ノミクス推進条例」を
制定し県内の成熟した森林資源の有効活用を積極的
に進めるとともに伐採跡地の再造林についても国の
造林補助金に県補助金を上乗せして支援しています。
組合としても木材生産や水源涵養等森林の持つ公益
的機能の十分な発揮のために協力していきたいと考
えています。再造林の支援の流れは上記のとおりで
あり、森林経営計画を作成した地域では負担なしで
再造林ができます。なお、詳しくは２月の地域座談
会でも説明します。また、随時相談も受け付けます
ので組合員の皆様のご理解とご協力をお願いします。

山の手入れは森林組合にお任せください山の手入れは森林組合にお任せください

※保育間伐…従来の切捨て間伐
※搬出間伐…搬出材積10㎥以上/ha　①支援事業（集約化間伐）の場合　②美しい森事業（個人）で間伐の場合

申込書に必要事項を記載の上、
3月31日までに申し込み下さい。

事業の実施状況森林経営計画の作成状況

作　成
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保 育 間 伐

搬 出 間 伐

森林作業道

面　　積
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再造林の
推進について
再造林の
推進について
再造林の
推進について

　藤沢地区での説明会開催状況

　自分の山であっても、森林を伐採すると
きは、事前に届出をすることが、法律で義
務付けられています。伐採届は、伐採を始
める90～30日前までに森林がある市町村
の役場に森林所有者又は伐採作業者が提出
してください。
　森林組合で委託を受け間伐等の作業を行
う場合は、組合で手続きを行います。
　再造林を行う際に補助金を活用する場合
にも、伐採届の確認がありますので、忘れ
ずに提出するようにお願いいたします。
　ご不明な点は森林組合にお問い合わせく
ださい。

森林の伐採には届出が必要です。森林の伐採には届出が必要です。

事前計画書の提出 県内の再造林の推移

人工林の主伐(皆伐)

原則７年以内

植栽(再造林)

はい いいえ

はい いいえ

１施行地の面積が0.1ha以上てすか

森林経営計画策定森林ですか

【支援内容】　　　　　　　　
再造林に要する経費を全額支
援（ただし、支援額は標準単価を
上限とし、実行経費と比較して
いずれか低い方の額を支援）

【支援内容】　　　　　　　　
再造林に要する標準経費の68％
を支援

【支援内容】　　　　　　　　
苗木代の全額を支援（ただし、各
森林計画区に定める森林への植
栽で、植栽本数が概ね100本以上
又は0.05ha以上の植栽に限る）
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地域座談会の開催
　平成30年2月下旬に地区ごとに地域座談会を開催いたします。開催日程は推進委員を通じて
お知らせしますので組合員の参加をお待ちしております。

ブナ植樹の様子ブナ植樹の様子

植樹記念撮影植樹記念撮影

　労災事故防止のため毎年行っている組合役員に

よる安全パトロールを9月11日に実施しました。

当日は、鶴岡、朝日、立川、それぞれの地区に分

かれて下刈りや搬出間伐等の作業現場の安全確認

を行いました。

　安全点検マニュアルに基づき、職員や作業員か

ら現地での聞き取りを行うとともに本所研修室に

おいて地区ごとに点検結果を報告し、最後に事故

の未然防止対策等について意見交換を行いまし

た。

組合役員による安全パトロールを実施しました組合役員による安全パトロールを実施しました

　10月31日に高館山城山国有林にて庄内森林管

理署主催のブナ植樹イベントが開催されました。

この場所は以前大泉小学校の学校林として活用さ

れていましたが昨年度皆伐を行い、その後高館山

自然休養林保護管理協議会から植樹の要望があり

今回の植樹イベントが開催されました。組合もス

タッフとして参加し、当日は一般参加者含め約30

名が集まり約200本のブナの苗木を植樹しまし

た。参加者はブナの成長を願い一本一本丁寧に植

え付けていました。

高館山ブナ植樹イベントの開催高館山ブナ植樹イベントの開催

急勾配はコンクリート舗装急勾配はコンクリート舗装

新設された砂利道新設された砂利道

　鶴岡市が実施する林業専用道「大坂山天狗森線」
の開設工事が5月下旬より始まり、一部区間が11
月30日に完成しました。工事は来年度も引き続き
行われ、完成すると羽黒町荒川大坂からたらのき
代天狗森へと続く幅員3.5メートル総延長3キロ
メートルの林業専用道となります。隣接する国有
林側からも接続する路網の開設が行われており、

一体的な森林施業の実施やコスト低減に繋がるも
のと期待されています。組合ではこの地域の民有
林において森林経営計画を作成しており、今後は
新設された林業専用道を活用し間伐等の事業を実
施する予定です。組合員の皆様のご理解とご協力
をお願い致します。

林業専用道「大坂山天狗森線」開設工事一部完成林業専用道「大坂山天狗森線」開設工事一部完成

山形大学農学部「森林組合論」実習山形大学農学部「森林組合論」実習
　9月27日、山形大学農学部の集中講義「森林組
合論」実習が当組合の研修室で開催され、受講生
の3年生13名と非常勤講師の大阪府森林組合三島
支店長の都解浩一郎氏、担当教授の小川三四郎先
生が当組合を訪れました。
　はじめに、当組合の事業概要について渋谷係長
から説明した後、講師の進行のもと受講者からの

質疑に応じ、森林組合の現状と課題等について意
見交換を行いました。
　参加した学生は、木材価格の長期低迷や不在地
主、山林境界不明等の問題について特に関心が高
かったようです。講義を通じて今後の日本の森
林・林業の成長産業化を担う若い人材の育成に貢
献できるよう努めてまいります。

つ　げ

現地での聞き取り状況

組合事業の概要説明

本所研修室にて意見交換

質疑応答風景
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庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　274㎥　買方　9人 販売量　529㎥　買方　18人

概　　　　要 販売量　237㎥　買方　7人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要）
天童共販所
　冬季に向けて材を確保する動きが見られ、荷動きの良い
市となりました。良質な3.00m材の集荷があり、続いてい
た在庫不足と相まって、高値で取引されました。
　引き続きの3.00m材の不足に加え、4.00m中目材も不足
しており、買い方からの需用も見られますので出材のご協
力よろしくお願いします。
　一年間ありがとうございました。平成30年もよろしくお
願いいたします。

（市況概要）
庄内共販所
　納市となりましたが、全体的に一服感が見
られ荷動きの鈍い市となりました。長尺材の
引き合いが強い状態が続いておりますが、入
荷が少なく販売に苦慮しております。
　長尺材と3.00m、3.65m中目材の出材のご協
力よろしくお願いいたします。
　平成30年もよろしくお願いいたします。

オオバキスミレオオバキスミレ

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

30年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品種

●河村式（　500コマ入/瓶）1,400円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）3,300円（税込）

取扱
メーカー

おらほの
林業人 Vol.

5

本 間 幸 樹
（鶴岡市平形）

38歳（林業歴 17年）

●今後の目標

　出羽庄内森林組合の鶴岡班班長として仕事をさ
せて頂いております。林業は危険な仕事なので常
に安全に気を付け労働災害ゼロを目指して頑張り
ます。
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